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[[ 研 究 の 契 機 と 動 機研 究 の 契 機 と 動 機 ]  ]  

シ ン ガ ポ ー ル の 独 立 国 家 建 設 過 程 に お け る 憲 法 規 定 ・ 憲 法 典 上 、 近 代 立 憲 主 義 の 視 点 に 拘 泥 す る か ぎ り

不 可 解 と さ れ う る 憲 法 現 象 が 現 れ て い る 。 す な わ ち 、 マ レ ー シ ア か ら の 分 離 ・ 独 立 （ 1 9 6 5  年 ） 後 出 来 上 が  

っ た  1 9 6 6  年 の 憲 法 典 に は 、 「 シ ン ガ ポ ー ル 憲 法 の リ プ リ ン ト 」 と い う 名 称 が 付 さ れ 、 当 該 憲 法 典 に は 、 自

由 ・ 人 権 規 定 が 存 在 せ ず 、 ま た 「 軟 性 憲 法 」 的 改 憲 手 続 を 定 め る 規 定 が 存 在 す る と い う 、 近 代 立 憲 主 義 的

憲 法 に 消 極 的 な い し 否 定 的 な 現 象 が 現 れ て い る 。 他 方 、 議 会 制 民 主 主 義 の 経 験 が 浅 い マ レ ー シ ア 加 入 （ 1 9 6 3

年 ） 時 の シ ン ガ ポ ー ル に お い て 、 G ・ ラ イ プ ホ ル ツ の い う 「 政 党 国 家 的 民 主 制 の 論 理 的 帰 結 」 を 具 現 し た か

の よ う な 憲 法 現 象 、 つ ま り “ 議 員 の 党 籍 離 脱 と 議 員 資 格 の 喪 失 ” を 定 め る 憲 法 規 定 が 存 在 し て い る 。 シ ン

ガ ポ ー ル 憲 法 研 究 の 契 機 に な っ た の は 、 近 代 立 憲 主 義 の 視 点 か ら は 不 可 解 と さ れ う る 諸 憲 法 規 定 ・ 憲 法 典

に 接 し た こ と で あ る 。 す な わ ち 、 シ ン ガ ポ ー ル に 特 徴 的 な 憲 法 現 象 を 解 明 し た い と い う の が 研 究 の 動 機 で

あ る 。  

[[ 考 察 の 方 法考 察 の 方 法 ]  ]  

わ が 国 に お い て 、 ア ジ ア 地 域 を 対 象 と し た 憲 法 研 究 は 行 わ れ て い る も の の 、 シ ン ガ ポ ー ル の 憲 法 を 対 象

と し た 体 系 的 な 研 究 は こ れ ま で 本 格 的 に 行 わ れ て こ な か っ た 。 そ の 理 由 の 一 つ は 、 シ ン ガ ポ ー ル の 憲 法 現

象 が 極 め て 複 雑 で あ り 、 そ の 複 雑 な 憲 法 現 象 を 体 系 的 に 捉 え る こ と が 極 め て 困 難 で あ る と い う こ と に ほ か

な ら な い 。 理 由 の も う 一 つ は 、 国 家 建 設 の 進 展 過 程 に お い て 単 線 的 で は な い 発 現 形 態 を 示 す シ ン ガ ポ ー ル

憲 法 現 象 の 複 雑 性 を 体 系 的 ・ 史 的 に 捉 え る た め の 方 法 論 と し て 、 政 治 権 力 の 制 限 、 制 限 規 範 と し て の 憲 法

の 特 質 に 重 点 を 置 く 方 法 論 に 止 ま る こ と に は 限 界 が あ る と い う こ と で あ る 。  

「 独 立 国 家 と し て の 自 律 的 条 件 が 整 備 さ れ て い な い 国 情 下 」 と い う 憲 法 規 定 成 立 の 背 景 に あ る 政 治 的 要

因 や 国 情 を 考 慮 す る こ と な く 、 立 憲 主 義 的 視 点 か ら 、 憲 法 規 定 に 対 し 政 治 的 要 因 を 排 除 す る 憲 法 解 釈 学 的

な 接 近 の し か た に 止 ま る 場 合 に は 、 当 該 憲 法 現 象 の 不 可 解 性 の 解 明 レ ベ ル は 皮 相 的 で 単 純 な も の に 止 ま っ

て し ま う こ と に な り か ね な い 。 こ の 点 に 関 し て 、 先 行 研 究 の 中 に は 、 例 え ば 公 選 大 統 領 の 自 由 裁 量 権 に 関

す る 憲 法 規 定 の 形 式 面 に 捉 わ れ て 、 公 選 大 統 領 の 地 位 ・ 権 限 を 過 大 視 し て 、 「 独 裁 者 的 に 権 力 が 集 中 し て い

る 大 統 領 職 権 」 と 特 徴 づ け る よ う な 皮 相 的 な 見 方 が 存 在 す る 。  

本 考 察 は 、 政 治 権 力 の 活 用 や 授 権 規 範 と し て の 憲 法 と い う 視 点 を 肯 定 的 、 積 極 的 に 受 容 す る 捉 え 方 に 親

和 的 で 、 国 家 建 設 途 上 で 現 れ た 特 徴 的 な 憲 法 現 象 が 、 政 治 な い し 国 情 と 深 く か か わ っ て い る と い う 点 へ の

考 慮 を 促 す 「 憲 法 政 治 学 」 の 立 場 に 立 っ て 、 独 立 国 家 建 設 途 上 で 現 れ た シ ン ガ ポ ー ル に 特 徴 的 な 憲 法 現 象

の 解 明 を 行 う も の で あ る 。  

[[ 考 察 の 眼 目考 察 の 眼 目 ]  ]  

シ ン ガ ポ ー ル の 国 土 面 積 は 、 世 界 ( 2 0 1 ヶ 国 中 ) 第 1 8 0 位 、 人 口 密 度 は 世 界 第 1 位 で あ る （ 2 0 1 4 年 ） 。 こ の

よ う な 狭 小 な 国 土 の 上 、 天 然 資 源 に 恵 ま れ て い な い と い う 不 利 な 立 地 条 件 の 下 で 、 シ ン ガ ポ ー ル は 、 マ レ  

ー シ ア か ら の 分 離 （ 被 追 放 ） ・ 独 立 （ 1 9 6 5  年 ） と い う 危 機 的 状 況 か ら 独 立 国 家 建 設 を 遂 行 し 、 国 家 的 独 立

と 経 済 的 自 立 を 達 成 し た 。 す な わ ち 、 分 離 ・ 独 立 か ら お よ そ 半 世 紀 後 の 2 0 1 4 年 に は 、 シ ン ガ ポ ー ル の 1 人

当 り 名 目 国 内 総 生 産 （ Ｇ Ｄ Ｐ ） は 、 約 5 6 , 0 0 0  U S ド ル で 世 界 第 9 位 （ 2 0 1 4 年 ） 、 ア ジ ア で 第 １ 位 の 経 済 大 国

と な っ た 。  
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シ ン ガ ポ ー ル が そ う な り 得 た の に は 、 近 代 化 の 妨 げ に な る シ ン ガ ポ ー ル に 特 殊 な 政 治 的 ・ 社 会 的 ・ 文 化

的 諸 要 因 を 、 国 家 的 独 立 と 経 済 的 自 立 の 成 功 へ と 方 向 づ け る 何 か が あ っ た は ず で あ る 。 本 考 察 に お い て は 、

そ の よ う な 特 殊 な 諸 要 因 を 国 家 的 独 立 ・ 経 済 的 自 立 の 成 功 へ と 方 向 づ け る も の と し て 政 治 的 な も の を 重 視

し 、 そ れ を 可 能 に し た 憲 法 活 用 の 手 法 に 注 目 す る 。 こ う し て 、 国 家 的 独 立 ・ 経 済 的 自 立 を 成 功 に 導 い た 政

治 と の か か わ り に お い て 、 政 府 当 局 者 に よ る 憲 法 活 用 の 手 法 を 明 ら か に す る た め に 憲 法 典 の 整 備 過 程 に 接

近 す る 。  

本 考 察 が 眼 目 と す る の は 、 イ ギ リ ス 植 民 地 か ら マ レ ー シ ア 加 入 に 至 る 過 程 に お い て 成 立 し た 独 立 国 家 の

憲 法 体 制 構 築 に 資 す る 憲 法 規 定 な い し 憲 法 典 へ の 考 察 、 就 中 、 マ レ ー シ ア か ら 分 離 ・ 独 立 後 の 過 程 に お い

て 外 資 に よ る 工 業 開 発 ・ 経 済 発 展 を 促 進 し 、 経 済 的 自 立 を 可 能 に し た 政 治 権 力 （ 長 期 安 定 政 権 ） の 確 立 に

寄 与 し 、 政 治 的 安 定 の 条 件 づ く り に 活 用 さ れ た 憲 法 規 定 な い し 憲 法 典 へ の 考 察 に ほ か な ら な い 。  

 

[[ 本 論 文 の 特 徴 と そ の 構 成本 論 文 の 特 徴 と そ の 構 成 ]]   

シ ン ガ ポ ー ル は 、 分 離 ・ 独 立 後 、 総 人 口 約  1 8 6 万 人 の う ち 、 先 住 民 た る マ レ ー 人 が 1 4 ％ 、 外 来 の 華 人 （ 中

国 系 住 民 ） が 7 5 ％ 、 外 来 の イ ン ド 人 が 8 ％ 、 そ の 他 が 3 ％ で 、 外 来 の 華 人 を マ ジ ョ リ テ ィ と し 、 先 住 民 の マ

レ ー 人 と 外 来 の イ ン ド 人 を マ イ ノ リ テ ィ と す る 多 種 族 社 会 を 有 す る 新 興 国 と し て 出 発 し た 。 リ ー ・ ク ア ン

ユ ー （ L e e  K u a n  Y e w ） に 代 表 さ れ る Ｐ Ａ Ｐ 政 府 当 局 者 に と っ て 、 先 住 民 で 、 エ ス ニ ッ ク ・ マ イ ノ リ テ ィ （ 少

数 種 族 ） で あ る マ レ ー 人 の 保 護 へ の 配 慮 を 核 と す る 種 族 間 融 和 の 確 保 が 至 上 命 令 で あ り 、 そ れ は 、 政 治 的

安 定 ひ い て は 国 家 的 独 立 の 達 成 、 「 国 民 国 家 」 建 設 の た め の 必 須 条 件 と さ れ る も の で あ っ た 。 す な わ ち 、

国 家 建 設 の た め の 統 治 機 構 な い し 憲 法 制 度 と し て 、 個 人 本 位 の 近 代 人 権 観 に 裏 づ け ら れ た 西 洋 近 代 的 統 治

機 構 を そ の ま ま 導 入 す れ ば 、 そ れ は 選 挙 の プ ロ セ ス を 経 て 、 マ ジ ョ リ テ ィ た る 華 人 の 利 益 に 資 す る も の に

な り 、 憲 法 が 保 障 す る 先 住 民 ・ マ イ ノ リ テ ィ で あ る マ レ ー 人 の 利 益 は 、 統 治 シ ス テ ム 上 、 保 護 の 埒 外 へ と

追 い や ら れ る こ と に も な り え た 。 こ う し て 、 マ ジ ョ リ テ ィ た る 華 人 に 有 利 な 結 果 を も た ら し う る イ ギ リ ス

の 統 治 機 構 な い し 憲 法 制 度 の 継 受 ・ 構 築 を 原 則 と し な が ら も 、 そ れ の 導 入 に あ た っ て は 、 マ イ ノ リ テ ィ の

権 利 ・ 利 益 保 護 を 主 眼 と す る 変 容 が 行 わ れ 、 ユ ニ ー ク で シ ン ガ ポ ー ル 的 な 諸 憲 法 規 定 ・ 憲 法 典 が 現 れ る こ

と に な っ た 。 こ う し た 特 徴 を 有 す る 諸 憲 法 規 定 ・ 憲 法 典 に 考 察 の 力 点 を 置 く の が 本 論 文 の 特 徴 で あ る 。   

本 論 文 は 、 全 体 を ４ 部 ９ 章 構 成 と し 、 シ ン ガ ポ ー ル 憲 法 史 を ４ 期 （ ４ 部 ） に 分 け て 、 各 期 の 憲 法 体 制 へ

の 考 察 を 行 う 。 ま ず 序 章 に お い て 、 シ ン ガ ポ ー ル 憲 法 考 察 の 意 義 と そ の 方 法 を 提 示 す る 。  

第 1 部 [ イ ギ リ ス か ら の 独 立 準 備 期 に お け る 憲 法 体 制 ] で は 、 イ ギ リ ス 的 議 会 ・ 内 閣 制 の 導 入 か ら 「 シ ン

ガ ポ ー ル 自 治 州 憲 法 」 の 成 立 に つ い て 考 察 す る （ 第 １ 章 ） 。 こ こ で は 、 宗 主 国 イ ギ リ ス か ら の 独 立 へ 向 け て

の 自 治 訓 練 期 に 当 た る 統 治 法 の 構 造 と そ の 意 義 を 明 ら か に す る 。  

第 2 部 [ マ レ ー シ ア 「 シ ン ガ ポ ー ル 州 」 期 に お け る 憲 法 体 制 ] で は 、 「 シ ン ガ ポ ー ル 州 憲 法 」 の 成 立 と 議 院

内 閣 制 の 基 盤 強 化 に つ い て 考 察 す る （ 第 2 章 ） 。 こ こ で は 、 「 シ ン ガ ポ ー ル 州 憲 法 」 に 盛 り 込 ま れ た 政 党 条

項 に 焦 点 を 合 わ せ て 、 当 該 規 定 を 「 シ ン ガ ポ ー ル 州 憲 法 」 に 挿 入 し た 意 図 ・ 経 緯 、 そ の 背 景 ・ 事 情 、 当 該

規 定 の 意 義 等 を 解 明 す る 。  

第 3 部 [ 分 離 ・ 独 立 直 後 の 独 立 国 家 建 設 期 に お け る 憲 法 体 制 ] で は 、 ま ず 、 分 離 ・ 独 立 後 に お け る 漸 次 的

な “ 憲 法 典 の 整 備 ” と 独 立 国 家 の 建 設 に つ い て 考 察 す る （ 第 3 章 ） 。 こ こ で は 、 「 立 憲 主 義 」 に 拘 泥 す る ア

プ ロ ー チ に 対 す る 問 題 提 起 を 行 っ た 後 、 “ 近 代 立 憲 主 義 ” に 馴 染 ま な い シ ン ガ ポ ー ル 諸 憲 法 現 象 の 中 身 を 明

ら か に し 、 各 現 象 へ の 考 察 を 試 み る 。 ま た 、 こ こ に お い て 、 憲 法 上 成 文 化 （ 1 9 6 9 年 憲 法 改 正 ） さ れ た 司 法

制 度 を 明 ら か に す る 。 次 に 、 マ イ ノ リ テ ィ （ マ レ ー 人 ） 差 別 立 法 を 抑 止 す る 憲 法 体 制 の 構 築 に つ い て 考 察

す る （ 第 4 章 ） 。 こ こ で は 、 Ｐ Ａ Ｐ 政 府 が 採 用 し た 「 大 統 領 諮 問 会 議 」 制 （ 1 9 6 9 年 ） の 内 容 と そ の 問 題 点 、

当 該 制 度 を 改 良 し た 「 マ イ ノ リ テ ィ の 権 利 の た め の 大 統 領 諮 問 会 議 」（ 1 9 7 3 年 ） の 意 義 と そ の 課 題 等 を 明 ら

か に す る 。  

さ ら に 、「 政 党 国 家 」 的 条 項 の 存 置 意 義 と 議 会 制 の 安 定 化 に 資 す る 憲 法 体 制 に つ い て 考 察 す る （ 第 5 章 ） 。

こ こ で は 、 「 議 員 の 党 籍 離 脱 と 議 席 の 喪 失 」 規 定 に つ い て の 憲 法 理 論 的 検 討 を 行 い 、 シ ン ガ ポ ー ル 憲 法 に お

け る 当 該 規 定 存 置 意 義 を 解 明 す る 。 さ ら に 、 ア ジ ア 諸 国 の 中 で 「 議 員 の 党 籍 離 脱 と 議 席 の 喪 失 」 規 定 を 有

す る 諸 国 （ タ イ 、 日 本 ） の 法 制 度 と 、 シ ン ガ ポ ー ル 憲 法 の 当 該 規 定 と の 異 同 等 を 明 ら か に す る 。  

第 4 部 [ Ｐ Ａ Ｐ 政 権 の 確 立 ・ 安 定 期 に お け る 憲 法 体 制 ] で は 、 「 近 代 立 憲 主 義 」 的 憲 法 典 の 成 立 と そ の 展 開



- 3 - 
 

に つ い て 考 察 す る （ 第 ６ 章 ） 。 こ こ で は 、 Ｐ Ａ Ｐ 一 党 支 配 の 定 着 段 階 に 成 立 し た 「 1 9 8 0 年 リ プ リ ン ト 憲 法 典 」

―  マ レ ー シ ア 憲 法 の 「 基 本 的 自 由 」 規 定 や 国 家 緊 急 権 規 定 等 を 成 文 憲 法 化  ―  の 特 徴 を 明 ら か に す る 。 ま

た 、 憲 法 へ の 複 数 政 党 制 的 要 素 の 導 入 を 意 味 す る ( 1 ) 非 選 挙 区 議 員 」 制 お よ び ( 2 ) 指 名 議 員 」 制 の 導 入 を 取

り 上 げ て 、 そ れ ら へ の 考 察 を 試 み る 。 次 に 、 グ ル ー プ 代 表 選 挙 区 制 の 成 立 と そ の 展 開 に つ い て 考 察 す る （ 第

７ 章 ） 。 こ こ で は 、 「 グ ル ー プ 代 表 選 挙 区 」 制 創 設 の 意 図 ・ 背 景 、 当 該 制 度 の 仕 組 み 、 当 該 制 度 に 関 す る 憲

法 論 上 の 問 題 点 、 当 該 制 度 の 意 義 と 課 題 等 を 明 ら か に す る 。 さ ら に 、 公 選 大 統 領 制 の 成 立 と そ の 展 開 に つ

い て 考 察 す る （ 第 ８ 章 ） 。 こ こ で は 、 公 選 大 統 領 制 導 入 の 意 図 ・ 背 景 、 制 度 の 意 義 ・ 特 徴 等 を 解 明 し 、 選 挙

の 実 態 、 結 果 等 を 明 ら か に す る 。  

以 上 、 独 立 国 家 建 設 過 程 と 表 裏 一 体 の 関 係 で 展 開 す る シ ン ガ ポ ー ル の 憲 法 典 整 備 過 程 に お い て 、 憲 法 と

政 治 の か か わ り の 中 で 現 れ る 「 特 殊 シ ン ガ ポ ー ル 的 」 と も い え る 憲 法 規 定 ・ 憲 法 典 の 内 容 お よ び 憲 法 活 用

法 の 特 徴 と 、 そ の 意 味 を 明 ら か に す る の が 、 本 論 文 の ね ら い で あ る 。  

 

 


